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 「イザヤ―わが民
たみ

を慰
なぐさ
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第
だい

1
じゅう

2
に

課
か

  諸国民
しょこくみん

の願
ねが

い 

寺内
てらうち

三一
みつかず

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

今
こん

週
しゅう

は、救
すく

いの方法
ほうほう

には二
ふた

つある事
こと

を学
まな

びます。 

① 「行
おこな

いによる救
すく

い」 

② 「キリストの恵
めぐ

みを信
しん

じる～信仰
しんこう

による救
すく

い」 

 

① 「行
おこな

いによる救
すく

い」について 

ガイドにある「自分
じぶん

の優
すぐ

れた資
し

質
しつ

や功績
こうせき

が私
わたし

達
たち

を救
すく

う」という「人
ひと

の行
おこな

いによる救
すく

い（自
じ

力
りき

の救
すく

い）」

です。罪
つみ

を犯
おか

したアダムとエバは、「自分
じぶん

たちの裸
はだか

を覆
おお

う」ために、いちじくの葉
は

を腰
こし

に巻
ま

きました（創世
そうせい

記
き

３
さん

：７
なな

）。これが「人
ひと

の行
おこな

いによる救
すく

い（自
じ

力
りき

の救
すく

い～行
おこな

いによる義
ぎ

の救
すく

い）」です。 

 

② 「キリストの恵
めぐ

みを信
しん

じる～信仰
しんこう

による救
すく

い」について 

聖書
せいしょ

が示
しめ

している正
ただ

しい救
すく

いです。 

神様
かみさま

の愛
あい

と、キリストの十
じゅう

字架
じ か

で救
すく

われる事
こと

を信
しん

じる「信仰
しんこう

による救
すく

い」です。 

いちじくの葉
は

を腰
こし

に巻
まい

いたアダムとエバに神様
かみさま

は、イエス様
さま

の十
じゅう

字架
じ か

の救
すく

いを示
しめ

す「皮
かわ

の衣
ころも

（皮
かわ

の着
き

物
もの

）」

を与
あた

えました。アダムとエバは、いちじくの葉
は

を脱
ぬ

ぎ捨
す

てて、「皮
かわ

の衣
ころも

（皮
かわ

の着
き

物
もの

）」を身
み

につけたのです。ア

ダムとエバは、自分
じぶん

の行
おこな

いによって救
すく

われようとする者
もの

から、神様
かみさま

の愛
あい

とイエス様
さま

の愛
あい

の十
じゅう

字架
じ か

の救
すく

いを

信
しん

じて救
すく

われる者
もの

になったのです。自分
じぶん

の努
ど

力
りょく

や力
ちから

や行
おこな

いで救
すく

われようとする者
もの

から、イエス・キリスト

の愛
あい

と恵
めぐ

みを信
しん

じて救
すく

われる者
もの

となったのです。 

 

今
こん

週
しゅう

は次
つぎ

に、聖書
せいしょ

の神様
かみさま

のご品性
ひんせい

には二
ふた

つの面
めん

がある事
こと

を学
まな

びます。 

③ 「憐
あわ

れみ」 

④ 正
せい

義
ぎ

（優
やさ

しい愛
あい

と厳
きび

しい愛
あい

）」 

 

③ 神様
かみさま

は憐
あわ

れみの神様
かみさま

ですから、「罪人
ざいにん

を愛
あい

し恵
めぐ

み、罪人
ざいにん

の罪
つみ

を赦
ゆる

し罪
つみ

から救
すく

う神様
かみさま

」なのです。 

④ そして、神様
かみさま

は正
せい

義
ぎ

の神様
かみさま

です。ですから、罪
つみ

を見過
み す

ごしにされないで、「罪
つみ

に報
ほう

復
ふく

し、罪
つみ

を裁
さば

き、罪
つみ

を（サ



タンを）滅
ほろ

ぼす神様
かみさま

」なのです。 

この神様
かみさま

のご品性
ひんせい

の二
ふた

つを示
しめ

したものが、救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

の十
じゅう

字架
じ か

です。イエス様
さま

は罪人
ざいにん

の私
わたし

達
たち

を

憐
あわ

れみ救
すく

うために、自
みずか

らが十
じゅう

字架
じ か

につき私
わたし

達
たち

の罪
つみ

の身
み

代
が

わりに裁
さば

かれたのです。それがイザヤ 6
ろくじゅう

1
いち

：

2
に

に「主
しゅ

の恵
めぐ

みの年
とし

（救
すく

い）」と「神
かみ

の報
ほう

復
ふく

の日
ひ

（裁
さば

き）」の二
ふた

つの面
めん

として書
か

かれているのです。 

 

2
に

．日曜日
にちようび

：罪
つみ

の結
けっ

果
か

 （イザヤ ５
ごじゅう

９
きゅう

章
しょう

） 

イザヤ ５
ごじゅう

９
きゅう

：1
いち

―2
に

に、神様
かみさま

は、イスラエルの民
たみ

の救
すく

いを妨
さまた

げているのは「主
しゅ

（神様
かみさま

）の手
て

が短
みじか

いから

（ではなく）、主
しゅ

（神様
かみさま

）の耳
みみ

が鈍
にぶ

くて人
ひと

の救
すく

いを求
もと

める声
こえ

が聞
き

こえないから」でもないと言
い

っています。イスラ

エルの民
たみ

の救
すく

いを妨
さまた

げているのは神様
かみさま

ではなく、「お前
まえ

たち（イスラエルの民
たみ

）の悪
あく

が神
かみ

とお前
まえ

たちとの間
あいだ

を

隔
へだ

て、お前
まえ

たちの罪
つみ

が神
かみ

の御
み

顔
かお

を隠
かく

させ」ているのだと言
い

われます。イスラエルの民
たみ

の救
すく

いを妨
さまた

げているのは、

神様
かみさま

ではなく、民
たみ

の悪
あく

と罪
つみ

だと言
い

われるのです。 

問
とい

2
に

下
した

に「罪
つみ

とは本来
ほんらい

、神
かみ

を拒
こば

む事
こと

、神
かみ

から離
はな

れて行
い

く事
こと

です」とあります。アダムとエバは罪
つみ

を犯
おか

して、神様
かみさま

が近
ちか

づいて来
こ

られるのを知
し

り木
き

の間
あいだ

に隠
かく

れました。罪
つみ

が人
ひと

を神様
かみさま

から引
ひ

き離
はな

すのであって、神様
かみさま

が罪人
ざいにん

を遠
とお

ざ

けるのではないのです。神様
かみさま

は、罪
つみ

を犯
おか

して隠
かく

れる罪人
ざいにん

のアダムとエバに「あなたはどこにいるのか（出
で

て来
き

なさ

い）」と、招
まね

きの言
こと

葉
ば

をかけられる愛
あい

の御
お

方
かた

なのです。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：だれが赦
ゆる

されるのか （イザヤ ５
ごじゅう

９
きゅう

：１
じゅう

５
ご

～ ２
にじゅう

1
いち

） 

イザヤ ５
ごじゅう

９
きゅう

章
しょう

の前半
ぜんはん

は、人
ひと

の罪
つみ

の状
じょう

態
たい

をはっきりと描
えが

いています。そして ５
ごじゅう

９
きゅう

章
しょう

の後半
こうはん

は、罪人
ざいにん

に対
たい

する贖
つぐな

い（救
すく

い）の希
き

望
ぼう

を描
えが

いています。 

聖書
せいしょ

には「人
ひと

は皆
みな

、罪
つみ

を犯
おか

して神
かみ

の栄光
えいこう

を受
う

けられなくなってい（る）」（ローマ 3
さん

： ２
にじゅう

3
さん

）と、すべての

人
ひと

は神
かみ

の前
まえ

に罪人
ざいにん

であると示
しめ

しています。ですから、救
すく

いは、誰
だれ

が罪
つみ

を犯
おか

したかが問題
もんだい

なのではなく、誰
だれ

が救
すく

い

主
ぬし

のイエス様
さま

を信
しん

じて救
すく

われるかが問題
もんだい

なのです。 

救
すく

いには、２つのポイントがあります。 

⑤ 自分
じぶん

の罪
つみ

に気
き

づき、罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

める事
こと

です。 

⑥ 罪人
ざいにん

を救
すく

って下
くだ

さる神様
かみさま

の憐
あわ

れみとイエス様
さま

の愛
あい

の十
じゅう

字架
じ か

を信
しん

じる事
こと

です。 

さらにもう一
ひと

つ加
くわ

えれば、「信
しん

じてバプテスマを受
う

ける」事
こと

です（マルコ １
じゅう

6
ろく

：１
じゅう

6
ろく

）。 

人
ひと

は行
おこな

いによっては救
すく

われませんが、神様
かみさま

にあって救
すく

われているかどうかが行
おこな

いに表
あらわ

れてきます。 

良
よ

い行
おこな

いとは「（神様
かみさま

の）愛
あい

によって働
はたら

く信仰
しんこう

」なのです。聖霊
せいれい

の神様
かみさま

を受
う

け入
い

れる人
ひと

の心
こころ

に神様
かみさま

の愛
あい

が

注
そそ

がれ、救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

を信
しん

じる生
い

きた信仰
しんこう

に導
みひび

かれ、生
い

きた信仰
しんこう

の結
けっ

果
か

が行
おこな

いとなるのです。 

 

4
よん

．火曜日
かようび

：普
ふ

遍
へん

的
てき

な訴
うった

え （イザヤ ６
ろく

0
じゅう

：1
いち

、2
に

） 

イザヤ6
ろく

0
じゅう

：1
いち

、2
に

の預
よ

言
げん

は、後
のち

に南
みなみ

王国
おうこく

ユダがバビロンに滅
ほろ

ぼされ、民
たみ

がバビロンに捕
ほ

虜
りょ

として連
つ

れて行
い

か

れ（バビロン捕
ほ

囚
しゅう

）、その後
ご

に帰
き

還
かん

して救
すく

われるという将来
しょうらい

の「神
かみ

の愛
あい

の救
すく

いの光
ひかり

と民
たみ

の救
すく

いの喜
よろこ

びの光
ひかり



（輝
かがや

き）」を示
しめ

しています。またこの預
よ

言
げん

が示
しめ

すもう一
ひと

つは、イエス様
さま

が山
さん

上
じょう

の説
せっ

教
きょう

で語
かた

られた「あなたがた

は世
よ

の光
ひかり

である・・あなたがたの光
ひかり

を人々
ひとびと

の前
まえ

に輝
かがや

かしなさい」（マタイ ５
ご

：１
じゅう

4
よん

、１
じゅう

6
ろく

）との言
こと

葉
ば

を示
しめ

しています。イエス様
さま

に救
すく

われた者
もの

（クリスチャン）は、太陽
たいよう

の光
ひかり

に照
てら

らされた月
つき

のように、イエス様
さま

の愛
あい

の救
すく

いの光
ひかり

を受
う

けて喜
よろこ

び感謝
かんしゃ

して、世
よ

に神様
かみさま

とイエス様
さま

をあらわす事
こと

ができると言
い

われるのです。ガイドに「闇
やみ

に

覆
おお

われた地
ち

上
じょう

の民
たみ

は（救
すく

いを求
もと

める人々
ひとびと

は）・・輝
かがや

き出
で

る神
かみ

の栄光
えいこう

の光
ひかり

に引
ひ

き寄
よ

せられ」るというのです。 

これは問
とい

７
なな

にある「アブラハムに対
たい

する神
かみ

の契約
けいやく

の約束
やくそく

」と似
に

ています。神様
かみさま

はアブラハムに「わたしはあなた

を大
おお

いなる国民
こくみん

にし、あなたを祝
しゅく

福
ふく

し、あなたの名
な

を高
たか

める。祝
しゅく

福
ふく

の 源
みなもと

となるように。・・地
ち

上
じょう

の氏
し

族
ぞく

はす

べて、あなたによって祝
しゅく

福
ふく

に入
はい

る」（創世
そうせい

記
き

 １
じゅう

2
に

：2
に

、3
さん

）と語
かた

りました。神様
かみさま

を信
しん

じて神様
かみさま

に従
したが

ったアブラ

ハムを神様
かみさま

は祝
しゅく

福
ふく

します。アブラハムが神様
かみさま

に祝
しゅく

福
ふく

されている姿
すがた

を見
み

た人
ひと

たちが、自
じ

分
ぶん

達
たち

も神様
かみさま

の祝
しゅく

福
ふく

が

欲
ほ

しいと、神様
かみさま

の祝
しゅく

福
ふく

を求
もと

めてやって来
く

るようになり、その人
ひと

達
たち

も祝
しゅく

福
ふく

されるというのです。このように、アブ

ラハムも、後
のち

の旧
きゅう

約
やく

時
じ

代
だい

の人
ひと

も、新約
しんやく

時
じ

代
だい

に生
い

きる私
わたし

達
たち

クリスチャンも、共
とも

に神様
かみさま

の救
すく

いの祝
しゅく

福
ふく

を受
う

け、他
ほか

の人
ひと

に神様
かみさま

の祝
しゅく

福
ふく

の光
ひかり

を輝
かがや

かせ証
あかし

しする「世
よ

の光
ひかり

」です。諸
しょ

国民
こくみん

の願
ねが

いである「神様
かみさま

を信
しん

じる者
もの

に与
あた

え

られる永遠
えいえん

の命
いのち

の祝
しゅく

福
ふく

」を伝
つた

える器
うつわ

なのです。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：「主
しゅ

の恵
めぐ

みの年
とし

」 （イザヤ 6
ろくじゅう

1
いち

：2
に

） 

イザヤ 6
ろくじゅう

1
いち

：1
いち

の「神様
かみさま

が油
あぶら

を注
そそ

ぎ、神
かみ

の霊
れい

」を受
う

ける人
ひと

はだれでしょうか。その人
ひと

は、 6
ろくじゅう

1
いち

：1
いち

の

「貧
まず

しい人
ひと

に良
よ

い知
し

らせ（福音
ふくいん

）を伝
つた

え～打
う

ち砕
くだ

かれた心
こころ

を包
つつ

み～捕
と

らわれ人
びと

には自
じ

由
ゆう

を～つながれている人
ひと

には解放
かいほう

を告
こく

知
ち

」する人
ひと

です。この預
よ

言
げん

は7 0 0
ななひゃく

年
ねん

後
ご

にイエス・キリストによって成就
じょうじゅ

しました。イエス様
さま

は伝道
でんどう

生
しょう

涯
がい

の始
はじ

めに、安息
あんそく

日
にち

に会堂
かいどう

に入
はい

りイザヤ 6
ろくじゅう

1
いち

：1
いち

、2
に

を朗読
ろうどく

されたのでした（ルカ福音
ふくいん

書
しょ

 4
よん

：１
じゅう

6
ろく

～ ２
にじゅう

1
いち

）。 

イザヤ 6
ろくじゅう

1
いち

：2
に

の「主
しゅ

の恵
めぐ

みの年
とし

」は、一種
いっしゅ

のヨベルの年
とし

です。ヨベルの年
とし

である聖
せい

なる５
ご

0
じゅう

年
ねん

目
め

の年
とし

に

は、負
ふ

債
さい

があっても先
せん

祖
ぞ

伝来
でんらい

の所有
しょゆう

地
ち

に帰
かえ

る事
こと

ができました。奴
ど

隷
れい

になった者
もの

は自
じ

由
ゆう

人
じん

となれました。５
ご

0
じゅう

年
ねん

目
め

には、土地
と ち

と自
じ

由
ゆう

を取
と

り戻
もど

すことが出来
で き

たのです。元
もと

の状
じょう

態
たい

に回
かい

復
ふく

されたのです。メシア（救
すく

い主
ぬし

）の働
はたら

き

は、ヨベルの年
とし

（レビ記
き

２
にじゅう

５
ご

章
しょう

）の律法
りっぽう

の範
はん

囲
い

をはるかに超
こ

えています。 

それは「打
う

ち砕
くだ

かれた心
こころ

を包
つつ

み～嘆
なげ

いている人
ひと

を慰
なぐさ

める」心
こころ

のいやしと回
かい

復
ふく

も含
ふく

まれるからです。 

 

6
ろく

．木曜日
もくようび

：「神
かみ

の報
ほう

復
ふく

の日
ひ

」 （イザヤ 6
ろくじゅう

1
いち

：2
に

） 

イエス様
さま

は伝道
でんどう

生
しょう

涯
がい

の始
はじ

めに、イザヤ 6
ろくじゅう

1
いち

：1
いち

、2
に

の「主
しゅ

の恵
めぐ

みの年
とし

」までは朗読
ろうどく

されましたが、次
つぎ

の

「主
しゅ

の報
ほう

復
ふく

される日
ひ

」は朗読
ろうどく

されませんでした。それは、イエス様
さま

の慰
なぐさ

めの働
はたら

きはすでに始
はじ

まっていましたが、

「報
ほう

復
ふく

の日
ひ

（神様
かみさま

の裁
さば

きの日
ひ

）」はまだ来
き

ていなかったからです。イエス様
さま

が神
かみ

の敵
てき

を打
う

ち破
やぶ

る～最
さい

終
しゅう

的
てき

な「報
ほう

復
ふく

の日
ひ

（神様
かみさま

の裁
さば

きの日
ひ

）」は、再臨
さいりん

の時
とき

（以
い

降
こう

）になるのです。 

神様
かみさま

は報
むく

いを与
あた

える神様
かみさま

です。「神
かみ

はおのおのの行
おこな

いに従
したが

ってお報
むく

いになります。すなわち、忍耐
にんたい

強
づよ

く善
ぜん

を

行
おこな

い、栄光
えいこう

と誉
ほま

れと不
ふ

滅
めつ

のものを求
もと

める者
もの

には、永遠
えいえん

の命
いのち

をお与
あた

えになり、反抗
はんこう

心
しん

にかられ、真
しん

理
り

ではなく



不
ふ

義
ぎ

に従
したが

う者
もの

には、怒
いか

りと 憤
いきどお

りをお示
しめ

しになります」（ローマ 2
に

：6
ろく

－8
はち

）。イエス様
さま

は「隠
かく

れたことを見
み

てお

られる父
ちち

が、・・報
むく

いてくださる」（マタイ6
ろく

：4
よん

）と言
い

われました。ですから私
わたし

達
たち

は、「どんな小
ちい

さな悪
あく

」も犯
おか

す

事
こと

を避
さ

け、「どんなに小
ちい

さな善
ぜん

」をも行
おこな

い続
つづ

けていきたいと思
おも

います。 

神様
かみさま

を信
しん

じる罪人
ざいにん

を、愛
あい

と憐
あわ

れみをもってゆるし救
すく

って下
くだ

さらなければ、本当
ほんとう

の神様
かみさま

とは言
い

えません。また、

神様
かみさま

の愛
あい

を認
みと

めず拒
こば

み続
つづ

ける者
もの

、悪
あく

を犯
おか

し続
つづ

け罪
つみ

を悔
く

い改めない者
もの

の罪
つみ

と悪
あく

をいつまでも裁
さば

かないでいるのも、

本
ほん

当
とう

の神様
かみさま

とは言
い

えません。真
まこと

の神様
かみさま

だけが、無
む

限
げん

の憐
あわ

れみのうちに、完全
かんぜん

かつ公正
こうせい

に正
せい

義
ぎ

と報復
ほうふく

（罪
つみ

の裁
さば

き）をもたらす事
こと

ができるのです。そして、神様
かみさま

の御
み

子
こ

でありながら、罪人
ざいにん

を憐
あわ

れみ救
すく

うために、ご自
じ

身
しん

の命
いのち

を

犠
ぎ

牲
せい

にしても、罪人
ざいにん

を救
すく

おうとされ、十
じゅう

字架
じ か

の上
うえ

で自己
じ こ

犠
ぎ

牲
せい

の愛
あい

をあらわしたイエス様
さま

だけがおできになるので

はないでしょうか。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

よくこう言
い

われる方がいます。「旧
きゅう

約
やく

聖書
せいしょ

は、神様
かみさま

の罪
つみ

の裁
さば

きが多
おお

いので嫌
きら

いだ。新約
しんやく

聖書
せいしょ

は、罪人
ざいにん

の救
すく

い

と憐
あわ

れみが多
おお

く慰
なぐさ

められるから好
す

きだ」。罪
つみ

の裁
さば

き（正
せい

義
ぎ

）だけで、憐
あわ

れみとゆるしがなければ不
ふ

完全
かんぜん

な私
わたし

達
たち

は

生
い

きていけません。また、憐
あわ

れみとゆるしだけで、正
せい

義
ぎ

（罪
つみ

の裁
さば

き）がなくては罪
つみ

と悪
あく

がはびこり困
こま

ります。聖書
せいしょ

の神様
かみさま

は、「憐
あわ

れみと正
せい

義
ぎ

」、「罪
つみ

のゆるしと悪
あく

に妥
だ

協
きょう

しない正
ただ

しさ」、「優
やさ

しい愛
あい

と厳
きび

しい愛
あい

」のバランスがとれ

ているからこそ「本当
ほんとう

の神様
かみさま

」なのです。 

皆
みな

さんは、「憐
あわ

れみと正
せい

義
ぎ

～優
やさ

しい愛
あい

と厳
きび

しい愛
あい

」のバランスがとれているでしょうか。優
やさ

しくすべき時
とき

に優
やさ

し

くしているでしょうか。厳
きび

しく妥
だ

協
きょう

してはいけない時
とき

に厳
きび

しくしているでしょうか。 

「おりにかなって語
かた

る言
こと

葉
ば

は、銀
ぎん

の彫
ほり

り物
もの

に金
きん

のりんごをはめたようだ」（箴
しん

言
げん

 ２
にじゅう

５
ご

：１
じゅう

1
いち

 口
こう

語
ご

訳
やく

）と

あるように、皆
みな

さんは、その時々
ときどき

に「おりにかなって」優
やさ

しく～厳
きび

しくできているでしょうか。 

どうしたら、その時々
ときどき

に「おりにかなって・・優
やさ

しく～厳
きび

しく」できるでしょうか、皆
みな

さんの経験
けいけん

などを話
はな

し合
あ

ってみて下
くだ

さい。 


